
 

５. おわりに 

 以上、機械給気を伴う煙制御法の中における

告示で示された第２種排煙の位置付けと現状の

問題点、及び、第２種排煙における排煙口面積

と給気量に関する分析結果を示し、第２種排煙

（第一）を付室、アトリウムに採用する場合に

ついて、告示の範囲内で最良の設計方法として

検討した内容をまとめた。 

今後、第２種排煙による排煙設備について検

討される場合に参考にして頂き、ご意見等を賜

ることは著者らの幸いとするところである。 
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